
物流ルートの整備により、交通の円滑化、輸送時間短縮に寄与

・国道228号北斗市街地周辺では、

 
『生活交通』と『長距離交通』が混在

 
しており、市街地では混雑が発生。

・北斗富川ICの開通により、現道と

 
のアクセスが向上し、函館江差自動

 
車道の利用が促進され

①並行現道の交通量が減少し、

 
『生活交通』の走行性が向上。

②物流ルートが確保されたことで、

 
『長距離交通』の輸送時間が短縮。

住民生活
地域経済

住民生活
地域経済

④交通の円滑化④交通の円滑化 北海道北海道 函館江差自動車道（北斗中央IC～北斗富川IC）

 

・平成21年11月14日開通函館江差自動車道（北斗中央IC～北斗富川IC）

 

・平成21年11月14日開通

■函館江差自動車道（北斗富川IC）位置図

■並行現道の交通量減少
⇒『生活交通』の走行性が向上

■並行現道からのアクセスが向上したこと

 
で、函館江差自動車道の利用が促進
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要ないと思う

周辺事業所の約６割が

 

『使いやすくなる』と回答

▼北斗富川ICの開通による使いやすさの変化

【使いやすくなると回答した主な理由】
・北斗市街を回避できるため

 

・現道からICが近くにあるため

資料：H21交通量調査
（調査日：供用前11月12日

 

供用後11月26日）

▼並行現道（一般国道228号）の交通状況

■物流ルートの確保
⇒ 生鮮野菜の輸送時間短縮
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【断面交通量】

■当該地域は生活交通と長距離交通が混在

▼函館江差自動車道 周辺地域の交通イメージ図

・北斗市街地等を目的とした『生活交通』と
函館市等への物流を目的とした『長距離交通』が混在

・函館江差自動車道・北斗富川ICの並行現道（国道228号）

の北斗市街地周辺では混雑が発生

函館江差自動車道
の利用が促進

供用前：22.2％

 

（43百台/194百台）
供用後：26.7％

 

（51百台/191百台）
並行現道228号
からの転換率

供用済区間の転換率：

 

4.5％向上

※混雑度：1.0未満は円滑に走行でき、

 

1.75以上は慢性的混雑状態を呈する
資料：H17道路交通センサス

資料：H21交通量調査、トラフィックカウンタデータ（調査日：右記同様）
H21アンケート調査（調査日：平成21年10月22日～11月19日）

▼供用済区間の断面交通量

▼生鮮野菜輸送における利用事例（知内町～七飯町）

資料：H21ヒアリング調査（調査日：平成22年1月）

【運輸事業者の声
（函館市）】

●生鮮野菜の商品

 

は出来るだけ早く輸

 

送したい中、北斗富

 

川ＩＣの供用によって、

 

ＪＡ知内から７～８分

 

の時間短縮になっ

 

た。

北斗富川ＩＣの

 

供用で７～８分

 

の時間短縮

 

北斗富川ＩＣの

 

供用で７～８分７～８分

 

のの時間短縮
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